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賓験的唾液腺内分泌障:碍に及ぽナ Par悦 lnの影響に就いて
千葉犬事警皐部病理皐教室(指導瀧津延次郎教授)
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第 1章緒 言
唾液腺に於ける内分泌機能の存在に就いては， Renzi Reale (1892)，Goljanitzki(1924)，Seelig(1928)， 
Mannsfeld & Schmidt (1928)，Caccuri (1929)等に依り H昌えられたが緒方(知)教授及び瀧裡教授等は
昭和 3年 (1928)以来之に就いて動物賓験並びに人膿解剖上の所見に依り生物墜的及び形態事的根擦を明
らかにし既に唾液腺内分担、の原裂性疾患として胎児性軟骨異築養症，カシンベツグ病，阿蘇火山病，老人
性髪形性関節症，嬰形性脊椎性， Heberden結節等，叉績震性疾患、として糖尿病，栄養失調症共他を奉げ
之に就いて詳細な報告を行っている. 又寅験的に悶側耳下， 顎下腺の完全脱落病警護群を無唾液眠症と稽
し，又爾側耳下限のみの脱落を減唾液腺症と稽し脱落病第の程度が軽く向お雨側顎下腺の脱落では上記の
所見と反針で耳下腺肥大に依る内分泌機能の充進がま登明され之を過唾液腺症と総し;各病獲群に於ける病理
組織準的所見に就いては之亦詳しく報告されている.
近年に到り東大柴皐科臓器化事教室の緒方(章)教授並びに伊-藤教授等の研究に依って牛の耳下腺からの
抽出に依り水溶性で、pH=5.4で沈澱しpH=7.8で溶解する Lipoproteidで硫酸安門により給品性物質とし
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て分離され電気泳動法に依り車ーの物質として詮明されノfロチン CParotin)と名付けられた. 向お此の
物質の主なる生物撃的性欺としては血清中の石灰量を低下させ血清中の Ca蛋白の減少が主で Caイオン
には費動がないと報告されている.パロチンの力債は血清 Ca低下率を%で表わされる.
誌に私は我園に於いて初めて拍出完成された唾液腺ホルモン Parotin を用い賓験的唾液腺内分泌障碍
に依って起った脱落病愛に如何なる影響を及ぼすかを病理組織撃的に観察する目的を以て次に述べる寅!設
を行った.
第 2章費磯材料及び費験方法 (1) 第 1賞験(第 1表参照〉 
第 1節寅験材料 70grから 118gr迄の雄白鼠25匹を使用し瞳重 
鰭重50gr乃至1l8grの白鼠線、計 100匹を用い東 100grに就きパロチン(力債:9 %)を 3mg及
大醤畢部薬皐科臓器化墜教室並びに帝園臓器畢術 び 0.3mg宛 1問皮下注射し 3時間後に空気栓塞
課より分輿されたパロチン(力債血清石灰低下率 を以て屠殺し同飼育の釣照群と比較観察した. 3 
9 %， 10%，12.6%)を生理的食盤水に溶解し同 mg注射例10例， 0.3mg注射10例，釘照 5例. 
液を白鼠皮下に毎日或いは隔日経績又は 1同注射 (2) 第2賓験(第2表参照)
を行った.総て各注射量は白鼠穫重 100gr嘗りの 平均鰻重 105grの雌白鼠31匹を使用し封照 4例
量である. を残し27匹の耳下顎下雨腺を別出し 6日間飼育の
街おパロチンの車位は臆重 2kgの家兎の血清石 後力債 12.6%のパロチンを夫々 O.lmg C4例)， 
Omg (4 1. 例)，C40.5mg例)，C40.2rng 
車1低下せしめる量を15%時間以内に4"'-6灰を 
位とし 1rngは約 1車位に相嘗すると言われてい
る. C緒方章他).
例)， 2. Omg ( 4例入 3.0mg ( 4例)を 1同皮下
第 2節貫験方法 第 2 表
A 短期賓験
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( 3例). 
B 畏期費験 
(1) 第 3賓験(第 3表参照)

平均樺重92grの雌雄白鼠12匹を使用しi
稿腺別出
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後 1mg (力債 9%)宛毎日皮下注射し 126日間 (3) 第 5貫験(第 5表参照)
績けたもの (4例).雨腺刻出 (4例).無慮置 (4 平均謄重58grの堆白鼠162fを使用し雨腺刻H1後
例). パロチン(カ債10%)を2mg(4例)と O.lmg 
第 3 表 
(4例)を隔日注討し31日間績けた.雨腺別出の
みのもの (4例).無慮置の釘照群(4:例).
以上各賞験共議定時間後又は寅験日数終了後直 
第 6表長期賓験(第4寅撒)

白鼠瞳重噌減表(1遁閣毎)

瞳重 100gr首)J Parotin Oo3mg隔日皮下注射 
  
実験実験 世 実体験重前 P仰t，.量注(1射回)安日雄叙 実体験重后記号 番号 別 手術 刀{寅
背7 5 ♀ '10 前瞭 76マ ~ 6 8 88 各自
軍手 
APl 7 中 82 刷出 ヲ話 1m!} 726帯験 g 平 34 回
ぅr 21 主8 107 前H集 時針17 A， 103 726群 3 8 ず4君キ 斗
草8 
ず3
刷出 日
群対 
5 96 
罪‘ 目立 K，70 守ろ 11 1￥7 88 処置 126 12 87 臼 
'r;3 
2九2 
z事柄U
岬'戸長
h
丙
第白嘗
gn unU1ム
(2) 第 4寅験(第 4表参照)
平均鰻重 104grの雌雄白鼠16匹を使用し雨腺別
出後パロチン(力債10%) 0.3mgを隔日皮下注
射85日間績けるもの(4例).無慮置のものに同量
同期間注射するもの (4例).雨腺別出のもの(4 
例).無慮置の釘照群 (4例).
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ちに窒息死せしめ各臓器はオルト液叉は10%フォ
ルマリン液固定の後骨組織は硝酸フォルマリン液
にて脱灰，ツェルロイジン包埋，内分泌臓器及び
内臓々器はパラアィン包埋.一部ゲラテン包埋に
て氷結切片を行った.
染色としてはエオデンヘマトキシリン染色の他
マロリー，アザン，ェラスチカ，ワンギーソン，
ズダンII，ハイデンハイン，染色等を行った.
第 3章臨床研見
僅亘は易日出手術後2週間位迄は減少しその後注
射を行うにつれ漸次増加し 4週間目位で殆んど針
照に近くなり無慮置のものに注射したものでは封
照群の鰻重を凌駕している. (第 6表及び第 7表
参照).
皮膚も柔軟になる傾向あり毛髪も所謂毛並みが
良くなり皮下脂肪も護達して来る事が封照群に比
較して観察された.
第 4章病理組織翠的所見
第 1節短期賓験 
A 第 1震験
東大撃墜部薬等科臓器化墜教室の伊藤教授並び
に高畠民，は Parotinの副腎皮質機能に針する影
響を検査する目的で Sayets等の研究に依る副腎
皮質機能の充進とアスコルピン酸濃度の減少とが
平衡関係にあるという根擦を基にして Parotin
の少量0.32--0.2mgを白鼠鰭重 100gr嘗りに於
て注射した慮副腎のアスコルビン酸濃度の減少を
詮明しParotinの大量注射部ち 2mgを鶴重 100 
gr 嘗りで注射の場合では副腎のアスコルピン酸
濃度の減少を見なかった事から Parotinの作用
には適量の存在する事を想定している.
私はこの現象を病理組織撃的に検査する目的で
この霊験を行い次の様な結果を得た. 
(1) 内分泌臓器
副腎:第1群(3mg注射〉に於ては皮質の総
球帯 (Zonaglomerulosa)の細胞に核愛陸が見
られ細胞数も沙なく層の幅が狭小で類脂肪が減少
している.コレステリンエステル等の霊屈折する
脂肪は殆んど認められない.自日ち宗主、球帯の脂肪沈
着獄態が釘照群のそれの如く被膜に接して分布せ
ず総球帯の 1部にのみあり斑肢に見られる.叉束
;伏帯 (Zonafascieulata)の細胞が網欺帯 (Zona 
recieularis)の近くに於いて愛陸萎縮を示し而も
束朕帯の細胞の排列が乱れている傾向が見られ
る.副腎髄質の細胞の 1部は空抱去を性があり且つ 
Chrom Reaktionの出現が不規則である.部ちこ
の所見は副腎皮質の機能が低下している事を示す
ものと考えられる.
第 2群(0.3mg注射)に於ては皮質の総球帯
から束欺帯にかけてその限界が不明瞭の如くに細
胞増殖を来たし皮質層が増大し各層の細胞排列も
正常で細胞の愛性や萎縮は認められず総球帯の類
脂肪は規則正しく釘照群と同様或いは一部それ以
上に被膜下に接着して存在している.部ちこれら
の所見は明らかに副腎皮質機能が充進していると
考えられる.街お重屈折して見える脂肪は殆んど
認められず類脂肪のみと思われる.髄質にも異常
なく Chrom Reaktion も平等に出現してい
る.
踏下垂欝:第 1群に於いては前薬の細胞増殖が
認められ賓質性で酸噌好性細胞増多像を認め一般
に酸好性頼粒は細胞内に満ちている.中葉及び後
棄には著愛は認められない.
第 2群に於いてはエオヂン噌好性(酸好性)細
胞は少なく麗基性細胞が給と多い.細胞数は一般
に第 1群よりも少ない.中葉及び後薬には愛化は
見られない.
甲扶腺:第1群にては鴻胞上皮細胞が』段子形又
は国柱形で鴻胞の類謬質は濃淡種々で、強胞の大小
不同が強く一般に細胞増多が認められ裾胞蓬縁の
吸i投性空胞形成も見られ更に数例に於いて上皮細
胞の剥脱が認められる.
第 2群では鴻胞上皮細胞は扇平なものが多く類
謬質の形成は不規則で且つ鴻胞の大小不同があり
吸牧性議縁空胞形成は第1群の夫れ程著明ではな
し、.
上皮小鰻:第 1群にては細胞が小さく細胞索は
細小となり寅質は寧ろ減少し核獲性及び細胞萎縮
が見られる.
第 2群に於いては細胞索は厚司く細胞も大きく特
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に原形質が大きくなっている.第 1群の様な細胞
萎縮や核愛性の{象は認められない.
陣臓:第 1群ではラ氏島の増大と細胞の増殖を
認める.
第2群ではラ氏島は一般に小さく細胞数も少な
く又細胞の小さいものが多い.
胸腺 2第 1群では皮質が比較的小さい.
第 2群では皮質の細胞が増加している.
皐丸 z第 1群では間細胞の原形質が穎粒扶で間
細胞が沙なく勢性像が認められる.
戸第 2若手では間細胞給と多く遊性其他の幾イじは見
られな¥('.
耳下腺及び顎下腺:第 1群に於いては線篠部の
細胞に大小の差異多く愛i生がある.又腺細胞の原
形質にも空胞愛性が見ちれた.顎下腺に於いても
亦同様軽度の原形質の空胞愛性と線係部の軽度の
務性が認められる.
第2鮮に於いては一般にE常で特に腺細胞の空
胞援性及び萎縮はなく線係部にも愛化は認めな
い.顎下腺にも愛化は見られなかった. 
(2) 内臓々器
肝臓:第 1群に於いては肝細胞の程度の核の空
胞餐性が詮明された.その他の内臓々器には特記
すべき務化は認められなかった.
第 2群に於いては全く著嬰は見られなかった. 
(3) 小括
以上の賞験成績から考えられる事は少量注射群
(第2群)の各臓器の所見は過唾液腺症の像に一
致し唾液腺ホルモン過剰の像を示しているが大量
注射群(第 1群)に於いては必らずしも過唾液腺
症の像に一致せず寧ろ 1問注射後 3時間に於いて
の所見では却って唾液腺ホルモン減退の場合の像
と略と近似した所見が得られた.これらの結果か
ら唾液腺ホルモンの作用の増進を促がす適量は此
の寅験の少量注射群(第2群〉の量に近い事が確
かめられた. 
B 第 2貴験 
(1) 内分泌臓器
副腎:第 3群(雨腺射出十 Parotin O. 1，mg 
1-同注射)
皮質の総球帯の細胞歩く細胞の襲牲と核の濃縮
があり類脂肪少く不規則である.束獄帯，網j伏帯
の細目包配列悪く髄質の Chrom‘.Reaktionは不規
則に出現している.骨造質細胞の獲性萎縮は見られ
ない.
第 4群 (雨腺易日出+ Par悦 in O.2mg 1同注
射)
総球帯の細胞精と増殖像を認め針照群に近づい
ている (No.9，10)脂肪も増加し核の濃縮あるも
の1部見られたが去を性像はなく束欺帯，網欺帯の
細胞配列も正常に近く髄質の ChromReaktion 
は著明である.
第 5群 (雨腺易日出+ Parotin:O. 5mg 1問注
射)
特に目立つ所見は綜球帯の類脂肪が規則的に増
加し大滴様のものが被膜に援して充満している. 
(No圃 25，30，26).叉未来球帯の層が康く厚く細胞
増加を見せ (No.30)要性像や核濃縮はない.髄
質には著愛なく束獄帯及び網;吠帯の細胞も釘照に
殆んど近く増し且つ配列はE常である.
問注umg 1 1. Parotin群(雨腺別出+6第
射〉
皮質の各層の配列が極めて規則的であるのが目
立ち一部皮質の欝血像或いは毛細管増加のものが
ある (No.21).細胞の磁性， :萎縮像は全くなく増
加し謝照群に略と同じである
第 7群(雨跡、刻出十 Parotin2. Omg 1同注
射)
総球帯の細胞増殖目立ち数iYUに於て被撲に全く
援し増加し脂肪沈着欺態も規則的である (No. 
23). 1部k於いては細胞数はお照よりも増加して
いる.細胞の勢性像は見られず各層の配列並びに
髄質細胞はE常である.
第 8群(雨腺別出+Parotin 3.0mg 1問注
射)
新球帯のi[屈が狭小となって細胞数は減退し核溌
性が認められ類脂肪が減退Lている.各層の細胞
配列が柏と乱れ髄質細胞の 1 部に~胞鈴位が見ら
れる.
第:9群(雨腺創出)
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皮質特に総球帯の細胞の愛性萎縮が多・〈細胞数
減少著しく類脂肪の分布減退が目立つ.束吠帯，
網欺帯の細胞も萎縮し配列不規則で核の濃縮像も
見られる.髄質には著ノ鑓は見られない.
脳下垂鰻:第 3群では前葉の酸噌好性細胞又は
酸噌好性頼粒の多い細胞増多像を認めた (No.1， 
4，3).中葉及び後乗には愛化なし.
第 4群では酸噌好性細胞の中に盤基性細胞が箱
と増している (No.9). 
第 5群では酸噌好性細胞に比べて盤基性細胞の
教を増している (No.26，29). 
第 6群では更に盤基噌好性細胞増多像を呈して
いる CNo.20).
第 7群では精と酸好性細胞多く全般的には寧ろ
酸好性細胞の方が多く増している.
第 8群では酸噌好性細胞増多像である CNo.12 
15). 
第 9群では明かに酸好性細胞増多である.
甲欺腺:第 3群に於いては瀦胞の大小不同が多
く上皮細胞は般子獄のものが多く中に細胞の剥離
も可成り認められ細胞増多像で蓬縁の吸牧性空胞
形成も著明で第 9群と略と同様である.
第 4群で、は漉胞の小さいものが多い.又上皮細
胞は属平なもの園柱欺のもの般子欺のものが混在
じ間質細胞の増多を認め一部に、遠縁の吸l段性空胞
イじがある (No.8，9). 
第 5群では矢張り議胞の大小多く CNo.30)上
皮細胞は扇平なもの多いのが目立ち殻子形又は園
住肢のものも可成り見られる.叉、遠縁空胞イむも見
られるものあり (NO.29).
第 6群に於ては鴻胞小さく上皮細胞届平なもの
が大部分を占め針照と略と同じ榛な所見が見られ
類謬質は淡く 1部に、遠縁空胞化が見られる.
第 7群では鴻胞の小さいものが犀到的に多〈 
CNo. 23，24，27，28)で上皮細胞が扇平なもの
多く港総空胞作も中等度に見られた.
第 8群は鴻胞の大小不同で細胞が多く上反細胞
は屑平なものと骸子形のものが同程度であり建縁
空胞化も見られ一般に類謬質は濃い.
第 9群は鴻胞が大きく細胞増多の傾向強く上皮
， 
細胞は殆λど骸子形で漣縁吸牧性空胞化が著明に
認めちれ細胞の剥脱も見られる.
と皮小韓:第 3群に於ては一部の細胞が少い他
著愛はない.
第 4群では細胞索精と厚く細胞がいくらか増加
している.
第 5群では細胞増加している.
第 6群でも細胞索厚く細胞教も増し細胞の原形
質が増している.
第 7群では細胞索太いものと細いものあり細胞
敷も封照と略と同じ所見である.
第 8群では細胞の萎縮が見られる.
第 9群では細胞少く萎縮も認められる.
捧臓:第 3群ーではラ氏島の大小種々 (No.4; 1) 
で柏と細胞の増殖と細胞の増大が認められる.
第 4群ではラ氏島の小さいもの多く認められ細
胞数も減少するか又は小さい.
第 5群ではラ氏島が小さいかラ氏島の細胞敷の
減少と細胞の小さい事が目立つ (No.25).
第 6群では封照よりもラ氏島が縮小し細胞の少
ない事が著しい (No.20，22) 
第 7群ではラ氏島の細胞増多のもの (No.2才 
24)と細胞の少いもの(No.23，28)との混合型.お 
第 8群では全般的にラ氏島の膨大と細胞増多が
各群より著明である (No.12，15). 
第 9群では第 8群と略と同様で細胞増多像が強
くラ氏島の大きく不E形が認められる.
胸腺:第3群では皮質の細胞が少なく皮質は従
って小さく見られる.
第 4群では皮質の細胞が稀と増している.
第 5群では第4群と略と同様である.
第 6群では皮質の細胞は増加し封照群と大韓同
様と認められる.
第 7群では比較的皮質は狭小である (No.<28， 
27，24). 
第 8群では更に皮質の細胞少なく.
第 9群に於てヰノ第 8訴と略と同じ像を見る e
卵菓:各群共特記すべき愛、化は見られない.J
(2) 内臓々器
肝臓:第 8 群の一部に肝細胞の核の~胞愛怯の
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認められるものがあった (No.13，15). 
他の臓器には特に記すべき J愛化は見られない. 
(3) 骨組織
第 3群に於ては議備石灰層の細胞少く増殖層，
肥大層の細胞は小さぐ乱れている.骨髄の二次骨
梁の内部に軟骨細胞の島欺遺残又は灰化不全桑が
認められ骨細胞の核不染性あり破骨細胞及び造骨
細胞が少なく添加像及び吸牧像が共に歓乏してい
る.
第 4群では肥大層及び受性層が狭小で細胞も精
と小さく且つ少ない.骨端軟骨層の不規則な務性
像が見られる.又各層の排列が歯Lれている.
第 5群に於いては増殖層，肥大層，勢性層共に
並びが不規則であるが愛性層の細胞が大きいのが
混っている.叉造骨細胞破骨細胞共に袷と増加し
ているが原始，二次骨梁共に針照群に較べて少な
く細い.
第 6群では務性層の細胞多く大きくなり層の幅
が虞くなっているが肥大層が狭〈なっている.軟
骨突起も可成り出現している.骨髄は細胞に富ん
でいる.
第 7群に於いては増殖層の細胞少なく務性層の
細胞が腫大している.原始骨髄中の軟骨突起の間
の毛細管が増加している.造骨破骨細胞可成り著
明に増殖している.
第 8群では骨髄の脂肪が多い.又増殖層の細胞
が大きく肥大層愛性層の細胞犬きく数多く幅が庚
いが各層の増殖にはむらがあり不規則である.
第 9群では大韓第 3群と同じである.又各群共
通の所見であるが軟骨突起の形成は釘照に較べて
不完全で特に原始骨梁の骨添加と骨吸i投像が 1問
注射では不規則且つ不完全である.但し造骨，破
骨細胞の増加は注射量に依り多少愛イじがある様で
ある. 
(4) 小括
短期寅験の第 1貫験では無慮置のものに注射を
行ったが第2賞験では手術的に耳下，顎下雨腺を
別出し霊験的に無唾液腺症の獄態にして一定期日
後各量に於いて注射を行ったわけで何れにしても 
1間注射である故内分担、臓器を主に観察の針照と
した. 3 rng注射の場合では第 1賞験の様に肝臓
の細胞核の空胞性愛性は 2例 (No.13，15)にの
み見られ第 1寅験の場合よりも軽度であるが他の
臓器に於いても機能允進像は見られず明らかにこ
の量は過量と言う騎が確かめられた. 又 O.1mg
でも別出後無注射郎ち無唾液腺症と略と同様所見
で不足量と言える.結局短期寅験で Parotinの
効力範園にある量は O.2mgから 2.0mgの各量
で各臓器組織の所見を総合すると O.5mgから 
1.0mgの間が最も機能充進の像を呈し封照群に
近づいている.但し骨組織に於いては骨端軟骨層
の細胞の欺態かち言えば 3.0mg及び 2.0mgが
作用している所見であるが之は長期賓験では過量
と思われる様な一過性で且つ不規則な細胞愛佑が
見られ内分泌臓器の費化と相侠って連績注射は骨
組織に釘しても避ける可き過ぎた量であると考え
られる.倫お別出した耳下腺及び顎下腺には嬰イじ
はなかった.
短期例に於ける Parotinの各量に於ける効力
について釘照に近づいている所見に依って表わし
て見ると第8表の如くになる.
第 8 表 
0.1:マ事 0.2"事α3m:] as揖g !().mg 2.0η‘3.0m号
官l 暫 一 十 什 什 十ト 十 一
脳下垂，(本 一 十 十 t十 4十 十 一
甲H1¥:lj泉 十 十ト 十 什ト 十 一ー l 
上皮J)，'f本 一 十 十 十 十 + 一， 
一 
H翠!厳 一 十 十 十 十 十 一 
H旬Il泉 一 十 十 十 十 十 一
生殖目泉 十 イー 士 十 十 + 土
;ゆ保則忠制担!+別広刷出刷出ー
(備考1+依復像の見えるもの.
一依復像の見えないも o.
土捷化のないもの.
第 2節長期賞験 
A 第 3寅験 
(1) 骨組織
-316-ー 千葉医学会雑誌 第 30巻
第 10群(雨腺別出後 Parotin 1 mg毎日皮下
注射  126日間).では第 11群に較べて逢かに活溌な
軟骨内骨形成を示す像が現われている. ~pち骨端
軟骨層が庚くなり護育層，肥大層， ~霊性層の増生
像があり軟骨突起の教を増しj京始骨梁形成も釘照
に近く骨梁蓬縁の造骨細胞も多くなり，一般に骨
板構造は不規則自日ち骨吸牧と骨添加が不規則とな
り，ために一部では骨基質に富み一部に骨硬イじ様
の像も見られる.信おその他石灰化軟骨組織の残
留も多く見られる.骨硬化様像は二次骨梁の一部
であって原始骨梁にはそれが見られなかった.
第 11群(雨腺別出 126日間).
所謂無唾液腺症の定型的な所見で大部分に於い
て骨多孔症(Osteoporosis)の欺態に近く印ち骨
梁の数が少なく且つ細く短く散在している.倫お
軟骨内骨形成不全の像で骨端軟骨層の幅が短く軟
骨細胞の減少と萎縮が見られ軟骨突起も不規則で
イ申び方が不良で石灰化軟骨組織の残留は不規則且
つ短く破骨細胞造骨細胞少なく骨板構造の吸牧，
添加機韓が乱れている. 
(2) 内分脇、臓器
副腎:第10群に於いては皮質特に綜球帯の細胞
増殖があり脂肪沈着欺態及び束朕帯網朕帯の細胞
配列欺況並びに髄質の細胞は何れも釣-照群と略と
同様所見を呈しているのが認められた.
第 1群にては皮質総球帯の萎縮が見られ細胞の
嬰性並びに核の濃縮を諮明し束欺帯，網欺帯の細
胞排列が首Lれ網欺帯の細胞に嬰性委縮(主主胞受i空)
が認められる.信お総球帯の類脂肪が著しく減退
している.髄質細胞には著愛はないが Chrom 
Reaktionが不規則である.
脳下塁強:第10群で、は自立葉は一般にエオヂン噌
好性細胞少なく核の eckigになっているものが見
ちれ盤基噌好性細胞柏と多くなっている.
第 11群で、は前葉のエオヂンI者好性細胞と主細胞
増加し，特にエオデン噌女子性細胞は頼粒に富んで
し、る.
甲獄腺:第10群に於いては漉胞は大小不同混在
し特に大きいものが多い.上皮細胞は一般に歯往
航又は属平で港総の吸段位空胞に之しい.類E雲質
は濃淡種々であった.
第 1群で、は漉胞は一般に小さく上皮細胞は一般
に骸子肢で 1例に於いては乳!発欺細胞増殖があり
細胞剥離も見られた.全般的に細胞増多像が認め
られる.コロイドは薄く、遠縁吸牧性空胞が可成り
認められる.
上皮小鰭:第10群では給と細胞の増加と細胞索
の肥厚を見る.
第 1群では細胞は精と小さいか又は萎縮し細胞
索の狭小を見る.
陣臓:第10群ではラ氏島の縮小或いは細胞の疎
なる像が見られ細胞核の濃縮を認める例もあり細
胞が比較的小さい.
第 11群では数例に於いてラ氏島の膨大又は細胞
の増殖が見られる.
胸腺:第10群では一部皮質が細胞に富んでいる
他余り愛化が認められない.
第 1群では一般に皮質が小さい.
生殖腺:卵巣及び皐丸には第10群及び第1群共
に著嬰を認めない.
易日出唾液腺:特別な務化は見られなかった. 
(3) 内臓々器
肝臓に於いては短期賓験の 3mg注射群に見ら
れた肝細胞核の空胞遊性は見られず腎臓共池内臓
々器にも愛化は認められなかった. 
(4) 血管及び皮膚組織
胸部及び腹部大動脈並びに背部腹部皮庸に就い
て観察した.
第 10群に於ては弾力繊維の新生が見られ微細繊
維のをき性は少なく劉照群に近づいている.
第 1群に於いては弾力線、維が断裂し題粒欺又は
塊欺となり血管に於いては大動駅中肢の部カ線維
は唐獄構造が乱れて不規則とな号微か!な線維が減
少し線維が肥厚し或いは染色性の低下している像
が認められる.又弾力線維の獲位或いは部分的に
消失しているものも見られた. 
(5) 小括
以上の所見を要約すると無1歪液E泉症に依る内分
泌腺，軟骨，骨弾力線維，血管F宍他の問葉山組織及
び皮膚組織の護育又は後諸或いは形成i牢碍民主Jす
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る Parotinの lmg注射の場令は可成り慰著に
封照群に近い像を呈している.唯骨組織所見に於
て二次的骨梁に 1部硬イじ様像が見られたのは期間
〈注射縫績)と Parotinの量に過ぎた感、があり
又動物の老若の考慮が必要と思われる. 
B 第 4寅験 
( 1) 骨組織
第12群では先づ石灰化軟骨組織のヘマトキシリ
ンに濃染した物質が揃って長く仲びている事に気
付き第10群の様な骨梁の 1部に見られた骨硬化様
像が認められず骨梁は長く中等度の太さに分布し
骨添加，吸放機if専が良好で骨板構造は規則的であ
る.又骨端軟骨層は民く各層の細胞の排列極めて
規則的で第10群よりも更に平等で軟骨内骨形成戒
態は全く釘照群に近い像を認め完全に近い快復像
が見ちれる.破骨細胞も多く造骨細胞は骨梁縁に
大きいものが見られる.
館13群では更に骨端軟骨層は庚くなり原始骨梁
形成豊富で石灰イじした軟骨突起は長く骨梁中に残
存し造骨細胞は大きく且つ骨質に富み骨梁縁の破
骨細胞も数多く骨質添加著明に認め骨板構造も規
則正しく遺骨機能充進の像を呈している.伶お二
次的骨髄形成も綴著に見られた.
第14群は第11群と同様に無唾液腺症の所見で骨
多孔症の像は第11群よりも軽度である他は略と第 
11群と同じである. 
(2) 内分泌臓器
副腎:第12群では皮質の綜球帯の類脂肪が規則
的に分布沈着し細胞の増殖が見られ被膜に接して
いる.細胞の萎縮愛性はなく束欺帯，網欺帯の細
胞排列が規則正しい.髄質の細胞にも嬰性像なく
}般に撃す照群に近い像である.
第13群では総球帯の細胞増殖が更に著明で劉照
群より皮質細胞が大きく機能充進像を示してい
る.
、第14群では皮質細胞の愛性萎縮と類脂肪の減退
が見られ細胞排列乱れ髄質細胞の空胞害者陸と Ch-
roni Reaktionが不規則に出現している.
脳下垂骨豊前菜:第12群では粉と盤基性細胞が多
〈比較的酸好性細胞が少い像を呈している.
第13群では更に盤基噌好性細胞が多い.
第14群では殆んど酸好性細胞と主細胞で占め盤
基性細胞は少ない.
甲府t腺:第12群では漉胞は比較的大きいものが
多く上皮細胞は国住欺又は属平欺で 1部鮫子獄の
ものも見られた.コロイドは濃淡又は濃いものが
多く蓬縁の吸i投性空胞は余り認められない.
第13群では上皮細胞が一般に扇平肢で瀦胞は犬
小不同で一部大きいものがある.潟胞の上皮細胞
の並びが乱れているのもある.
負~14群では鴻胞が小さく上皮細胞は大部分俊子
欺で細胞増殖も見られ間質の細胞も植えている.
コロイド形成は一般に蒋く港総空胞が多く認めら
れる.
上皮小鰻:第12群では針照と余り嬰りがない.
第13群は細胞の増殖が見られ一般に細胞索は太
くなっている.
第14群では細胞が精と小さい.又細胞索は細〈
なっている.
陣臓:第12群のラ民島は袖と小さく細胞教も少
ない.
第13群のラ氏島は細胞が疎で小さく細胞核に濃
縮の見ちれる例もある.
第14群ではラ氏島が不正形で大きく細胞教が多
し、.
胸腺:第12群では釘照群と比べて著務なく第13
群では皮質の増大と細胞増多があり第14群では良
質が一般に狭小で且Fつ細胞が少ない.
生殖腺:第13群の 1部に皐丸の間細胞が増加し
ている像を認めた他各群共著幾はない.
唾液腺第13群では針j招群に較べて耳下腺の俊
紋部細胞の縮小を認め腺細胞の一部に空胞愛性が
見られハイデンハイン染色で候紋部頼粒の減少と
その配列は和と不規則な像を認めた.顎下腺では
一部軽度の僚紋部委縮を見る.
第12群及び第13群の別出唾液腺には著愛は認め
ない. 
(~~) 血管及び皮膚組織
第12群で、は弾力織結又はi防相!繊維の再生或いは
新生が見られ特に大動脈中践には愛性像なく釘照
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群に近い像であ名.
第13群で、は徹底田繊維がイ中びやかにエラスチかに
良染し認められた大動脈の内膜，中摸の弾力繊維
は層欺構造が規則的に保たれている.
第14群では微細線維の断裂と頼粒欺J愛性が見ら
れ太いもの短いものが不規則に乱れて而も減少し
ている. 
(4) 内臓々器
肝臓の他各群共内臓々器共嬰化は見ちれない. 
(5) 小括
第12群印ち O.3mg注射では lmgの場合より
も緩和に作用しているのが特に骨所見で見られ封
照群に近づいている鮪では lmg群と大差はな
い.第13群即ち正常白鼠に注射した場合には略と
過唾液腺症に近い像を骨及びその他の臓器に詮明
した. 
C 第 5霊験 
(1) 骨組織
第15群(雨腺射出後2mg注射)では軟骨突起
は伸びやかで長く劉照群に近い.自Pち護育層，肥
大層，愛性層共に細胞は増し骨端軟骨層のI揺は虞
く石灰イじ軟骨組織の遺残は劉照の夫れよりも多
い.骨板構造は封照よりも規則的で骨梁の硬化様
像は見られないが骨梁は一般に短かい.
第16群(両官、別出後 O.lmg注射)では骨端軟
骨層の欺態は第p群のものよりは良いが針照群に
は及ぶべくもない.一部に於いては軟骨突起の伸
びているのが認められるが骨梁特に原始骨梁や骨
端軟骨層のrp冨及び細胞は第17群と大差なく唯務性
層の細胞に一部大きいものが見られる.骨梁、遠縁
の・造骨及び破骨組胞は著明に減dpし二次的骨梁は
短く少く且つ骨板構造は骨質に乏しく不規則で吸 
l投添加機轄が乱れている.
第17群(別出群)では他群の開勝射出群に見ら
れた骨多JL症叉はそれに近い像ではないが骨梁形
成は不良で骨端軟骨層の幅が狭く軟骨突起形成も
悪く石灰化不良の像が見ちれる. 
(2) 内分泌肢器
副腎:第15群でじ皮質細胞の排列が規則的であ
るが特に封照若年に較べて札胞低殖は見られず紙、球
帯の類脂肪洗着も釘照群に比しき菱化は見ちれな
し、.
第16群に於ては封照群に近づいた所見は余り認
められず寧ろ第17群に近い像である.
第17群は皮質特に綜球帯の細胞減少と細胞の大
小目立ち蓄を陸萎縮と核の濃縮が敷例に於いて認め
られる.
脳下垂骨豊前薬:第15群に於ては柏、と盤基性細胞
の増加に比し酸好位細胞の減少を見る.
第16群では特別な愛イじはない.
第17群では酸好位細胞の増加と主細胞等の増，殖
が認めちれる.
甲;決腺:第15群に於いては漉胞は小なるものが
多く上皮細胞は扇平なるものが大部分で吸J関空空
胞が鴻胞遠縁に可成り認められ間質の細胞が粕と
増している.部ち封照よりも給と無唾液腺症に見
られる所見が各例に認められる.
第16群では上皮細胞は綾子欺のものが多く瀦胞
は大小混在し蓬縁性吸段位空胞化も可成り認めら
れコロイドは一般に淡い.
第17群では更に上皮細胞の増加並びは間質細胞
の増加と上皮細胞の剥脱が見られその他は第16群
と略と同様所見である.
上皮小瞳:第15群に柏、と細胞の増多像がある.
第16群及び第17群には著援は認めない.
胸腺:第15群に於いて皮質に可成り細胞増多像t
が見られる.
第16群及び第17群にてt土著重きはないが給と皮質
細胞が減少し皮質の狭小を認める例が第17群の中
に見られた.
降臓:第15群ではたまたま各例のラ氏島の数が
少なく細胞致の減φを認めた.
第16群に於いてはラ氏島の膨大不E形のもの多
いが細胞数は特に増加はしていない.自日ち比較的
細胞の疎なる像である.
第17群では一般にラ民島が大きく且つ細胞敷豊
富である.
生殖腺:全部却;で従って皐丸であるが第15群の
中に問細胞の粕と多いものや或いはS!)ermatlden
の柏と増加しているものが見ちれ第16群及び第17 
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群にては間細胞の精と減少と Spermatogonienの
給と減少像を認めた.
易1出唾液腺:特別な嬰イじはなかった. 
(3) 血管及び皮膚組織
第 15群にては大動脈中膜の微細な繊維がエラス
チカ染色で可成り良染性で且つ増しているが針照
群に比べて短い.弾力繊維の愛性や層欺構造に不
規則な貫Lnは余り見られない.
第 16群及び第17群に於いては繊維の断裂と頼粒
朕受性が認められ線維が比較的太く染色性不良で
ある. 
(4) 内臓々器
第 15群の肝臓に一部細胞の特に核の大小不同が
認められた他務性其他の愛化は見られない.又第 
16群及び第17群には著要はない. 
(5) 小括
第 5賓験に於いては使用白鼠が若かった黙と注
射期間が 4遇間と言う比較的短かかった事及び 2 
mgを隔日注射で lmg毎日注射と量的には同結
果の様に思われたが lmg毎日注射の場合よりも
骨端軟骨層に於ける軟骨内骨形成機轄は低下して
いる.然し動物の個僅差と注射期間の短いためか 
lmg注射の場合の様な一部の骨梁の硬化様像は
見られなかった.叉 O.lmg注射ーの場合は以上の
所見から脱落症肢を補うには不足量と考えられ
る. 
F 第 5章線括及び考接
-以上質験の結果を総合すると先づ臨床所見とし
て東大，北村教授が Parotin注射後 2'"'-'3時間
後に皮膚表面の脂肪性物質の増加，東京墜歯大岡
田教授の毛髪の生長速度の増加をま登明しているが
棋の買験でも皮下脂肪枕着の増加及び、毛の生長速
度増加に依り毛並みが良くなりそれに加えて障重
の可成り蘇著な増加が見られた.短期寅験(1同
注射)では東大襲撃科伊藤教授の報告した副腎ア
スコルピン酸濃度と Parotin との関係を病理組
織皐的に裏付ける所見が見られた.自日ち僅重 100 
gr嘗り 3mg注射では副腎皮質素系球帯の細胞愛性
萎縮，核濃縮及び類脂肪減退，束欺，綱取帯細胞の
排列が乱れる等の像が認められ 0.3mgではそれ
が見られず副腎皮質細胞の増殖像，類脂肪豊富等
皮質機能允進像を見た.叉 3mg注射では肝細胞
核に空胞J要性が認められ他の内分泌臓器にもき毒性
又は萎縮等の機能減退像が見られ全般的に無唾液
腺症に近い像が認められ明らかに 3mgは過量と
者えられる. 2mgでは細胞の愛J性等の退行性病
警警は見られなかった. O.lmgでは一部の内分泌
臓器以外には影響なく又快復像が見られず不足量
と思われる.短期例に於いて針照に近い愛イじを来
たした量は 0.2mgから 2mg迄でその中でも特
に著明に額われたのは 0.3mg，0.5mg及び lmg
でその嬰化は大韓次の様な像を見た. (第 8表参
照)副腎皮質に於いては総球帯の細胞増殖， リポ
イド豊富且つ規則的沈着，東欺帯，網欺帯の細胞
排列規則的並びに細胞増加，副腎髄質の Chrom 
Reaktion の規則的出現が見られ脳下垂鰭前薬に
於ける酸噌好性細胞又は頼粒の減少と皇軍基性細胞
の増加.甲;伏腺瀦胞の縮小と上皮細胞の肩平化及
び減(:[;-，吸i股性蓬縁空胞化の減退.上皮小鰻の細
胞増一加叉は細胞索の肥大.捧臓のラ氏島の縮小及
び細胞数減少又は細胞の疎像.胸膜の皮質細胞の
増殖像.皐丸の一部間細胞の増加あり卵桑には著
愛なく耳下顎下腺の線係部の萎縮が見られ骨所見
としては骨端軟骨層の護育，肥大，きを性層の細胞
の膨大及び増加及び精と造骨，破骨細胞の増加等
軟骨内骨形成機轄に活j設な様相を既に認められ
た.
長期賓験に於いては何れも別出群に注射を行っ
たものには快復像を，健常なものに行ったもので
り略と遁唾液腺症の像を認めた.内分泌臓器に於
いては短期賓験と同様で骨所見に就いて総括する
と，骨端軟骨層は細胞増殖を伴って幅が虞くなり
軟骨突起も豊富に伸びやかで石灰化軟骨組織が多
く骨家主豊縁の破骨細胞，造骨細胞の肥大と増加を
認め骨質添加，吸l肢も規則的で骨板構造良好にし
て骨梁も豊富に軟骨内骨形成機轄は針照群に近く
或いはそれ以上に震育を示している.唯 lmg毎
日注射の第10群の一部に骨梁の硬化様像を見たが
之は白鼠の年齢と期間成熟白鼠に 4ヶ月間注射等
の要素に影響したものと考えられその詮擦として 
2mg隔日注射 4週間の第15群の場合には骨梁に
硬化様像を認めをかった.幼若白鼠に 1ヶ月注
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射又2mg隔日注射では骨所見及び内分泌臓器所
見は lmg毎日注射程顕著ではなかった.これは
前者は注射期間が短かく後者では長過ぎたかと
も思われる. (量的には雨者は同じ結果と者え
て).次に大動脈及び皮膚に就いて主として弾力繊
維の欺態を観察したが別出群に見ちれた微細な弾
性線維の消失又は頼粒欺愛性，或いは断裂等が長
第	 6章結
期賓験に於いては注射群には見られず大動脈中膜
及び皮膚に伸びやかな微細なエラスチカ染色に好
染した線維が増えているのを認めた.命お肝臓等
には線維の著しいき霊化は見ちれなかった.向お本
質験の歯牙所見に就いては須賀，高民が日本病理
墜舎々誌第43巻(総合競)に報告した.
論 
1) 健常な白鼠及び賞験的無唾液腺症に Par叫 inを注射してその務化を病理組織皐的に観察した. (皮
下注射) 
2) 健常白鼠及び賞験的無唾液腺症としたる白鼠に Q.3mg(醸重 100gr嘗り) 1同注射後3時間経過
したる所見及び隔日連績注射85日の所見では内分泌臓器，骨組織，皮膚及び大動脈に前者では略主過唾液
腺症，後者では封照に近い像を認めた. 
3) 賓験的無唾液腺症に lmg毎日連績注射 126日間の所見では上記各臓器のき毒化が針照に近い像又
は一部骨組織に過唾液腺症に相嘗する像を認めた. 
4) 賞験的無唾液腺症として 6日間飼育後 ParotinQ.2mg，O.5mg， 1. Omg，2.0mgを夫々 1同注射
し4時間経過後の所見は上記各臓器に略と釣照に近い快復像を認めた. 
5) 	 賞験的無唾液腺症に Q.1mg 1問注射では著J箆なく同量を隔日 4週間連績注射に於いても快復像は
認められなかった. 
6) 	 賞験的無唾液腺症に 2.0mgを4週間注射を隠日に行ったものでは封照に近く快復像は見られたが 
1.0mg毎日連績注射程著明ではなかった. 
7) 健常な白鼠及び賓験的無唾液腺症のものに 3.0mg 1同皮下注射後3時間及び 4l時間後の所見では
肝細胞核の空胞愛性及び内分泌臓器の一部にJ撃を陸等の退行性;病愛を認めた. 
8) 以上を総括すると Parotinは唾液腺ホルモンで、ある事が 寅験的に確められ，その適量は韓重 
100gr嘗り Q.3mgから1.0mgである事が賓験的に確められた.特に lmgが最も顕著な効果を示した.
稿を終るに嘗り，終始御懇篤なる御指導並びに御校関を賜りました恩師瀧浬教授に深甚なる謝意を表 
l，併せて井出，伊藤雨講師並びに本教室野坂，秘技爾氏の御指導に釘し衷心より感謝致します.
向お此の論文の要旨は日本病理皐命誌第41巻及び、第42巻に議表した.
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司Fig1 Fig.2 
無唾液腺症(腔骨々端軟骨層)C第 4実験〉
軟骨細胞の~性萎縮，石灰化軟骨突起減少と
原始骨梁獄少二次的骨梁減少， c骨多子し症〉 
Fig.3 
健常白鼠(無処置〉ートパロチシ注射(第 4実験〉
軟骨細胞肥大増殖，石灰化軟骨突起及び
石灰化軟骨組織の増加並びに骨梁増加 
Fig. 5 
無唾液腺症+バロチン注射・(第 4実験〕
(腔骨々端軟骨層〉
軟骨細胞肥大増加と石灰化軟骨突起の増加
及び骨梁の増加 
Fig.4 
対照(第 4実験〉腔骨々端軟骨層 
Fig. 6 
健常白鼠+パロチシ O.3mg(第 1実験〉の副腎皮質 健常白鼠十バロチシ 3.0mg(第 1実験〉の副腎皮質
糸球帯細胞増殖 糸球帯細胞減少と愛性
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Fig.7 Fig~ 8 
対照(第 1実験〉高Ij腎皮質 
Fig.9 
健常白鼠+パロチ y 3.0mg(第 1実験〉
の副腎皮質 (Sudanm染色〉
糸球帯の被膜下の類脂肪減少 
Fig. 11 
健常白鼠+パロチシ O.3mgC第 1実験〕
の副腎皮質 (SudanlII染色〉
糸球帯類脂肪増加し被膜に接して出現してし、る 
Fig. 10 
対照(第 1実験〉

副腎皮質 (Sudan nr染色〉
 
Fig. 12 
無唾液腺症の脳下垂体前葉(第 4実験〉 無唾液腺症+バロチメの脳下垂体前葉(第 4実験〉
酸好性細胞増加 酸好性細胞一部愛性と酸好性細胞梢々減少 
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Fig. 13 Fig. 14 
健常白鼠+パロチンの脳下垂体前葉(嬉 4実験〉 対照の脳下垂体前葉(第 4実験〉
酸好性細胞の減少と塩基瞥好性細胞稿、々増加 
